
「美しいまち」は「安全なまち」
ビューティフルウィンドウズ運動実施中 足立区

～青少年対策西新井地区委員会だより～
青少年対策西新井地区委員会は、地域の町会・自治会・学校関係者等
で構成された青少年の健全育成を目的に活動している団体です。
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日
頃
よ
り
青
少
年
対
策
西
新

井
地
区
委
員
会
（
以
下
西
新
井

地
区
対
）
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支

援
ご
協
力
ご
鞭
撻
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

平
成
三
十
年
度
、
西
新
井
地

区
対
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
二

期
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
は
、
西
新
井
地
区
の
子
ど

も
達
に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
環
境

す
な
わ
ち
『
こ
こ
で
育
ち
、
住
ん

で
良
か
っ
た
』
と
、
思
わ
れ
る
街

に
な
る
よ
う
大
人
と
し
て
少
し
で

も
寄
与
で
き
る
よ
う
、
邁
進
し
て

　

青
少
年
対
策
西
新
井
地
区
委

員
会
の
「
だ
い
し
っ
子
第
五
十
八

号
」
の
発
行
に
あ
た
り
一
言
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
三
十
年
度
・
三
十
一

年
度
の
西
新
井
地
区
町
会
・
自

治
会
協
議
会
の
会
長
を
引
き
続

き
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、「
少
子
高
齢
化
」
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
元
気

で
長
生
き
で
き
る
社
会
は
、
人
類

の
長
年
求
め
て
き
た
大
き
な
希
望

で
し
た
が
、
問
題
は
高
齢
化
し
た

社
会
を
支
え
て
い
く
生
産
人
口

音
楽
祭
運
営
委
員
会

運
営
委
員
長　

中
村
隆
文

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
っ

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
は
、
保
護

者
の
方
々
を
は
じ
め
、
学
校
・

地
域
の
方
々
の
切
な
る
願
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　

音
楽
は
心
を
豊
に
し
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
多
大
な
影
響

を
も
た
ら
し
ま
す
。
西
新
井
地

区
対
で
は
、
十
一
年
前
に
地
域
の

学
校
担
当
青
少
年
委
員
を
中
心

に
こ
の
音
楽
祭
を
立
ち
上
げ
、

今
に
続
い
て
い
ま
す
。

　

音
楽
祭
運
営
委
員
会
に
は
地

区
対
の
委
員
全
員
が
参
加
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
決

め
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

西
新
井
地
区
に
は
、
小
学
校
・

中
学
校
そ
し
て
高
校
が
あ
り
ま

す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
そ
れ
ら
の

学
校
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
出

来
る
ホ
ー
ル
が
こ
の
地
区
に
は
あ

り
ま
す
。
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
（
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル
）
で
す
。

　

初
回
か
ら
今
日
ま
で
主
に
こ

の
ホ
ー
ル
で
音
楽
祭
を
催
し
て
い

ま
す
が
、
七
年
前
は
音
楽
祭
の

前
々
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起

き
、
音
楽
祭
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
二
年
間
は
こ
の

ホ
ー
ル
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、

都
立
足
立
工
業
高
校
の
ご
厚
意

で
体
育
館
を
お
借
り
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

例
年
、
年
度
末
の
三
月
に
音

楽
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

各
学
校
の
先
生
方
に
は
大
変
な

ご
協
力
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
音
楽
祭
当
日
に
は
、

多
数
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
手

伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
ご
来
賓
の
皆
様
を
は

じ
め
、
多
く
の
保
護
者
・
地
域

の
皆
様
に
子
ど
も
た
ち
の
音
楽

を
楽
し
み
に
き
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
年
の
三
月
十
日
に

開
催
さ
れ
た
「
第
十
回
親
と
子

の
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
」
も
会
場

が
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
に
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
と
会
場
の
皆
さ

ん
全
員
で
合
唱
し
た
こ
と
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
第
十
一
回
親
と
子
の
ふ
れ
あ

い
音
楽
祭
」
は
来
年
の
三
月
十

日
㈰
に
開
催
予
定
で
す
。
多
数

の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

西
新
井
地
区
対
は
、
相
談
役

と
し
て
三
十
名
の
町
会
・
自
治

会
長
、
並
び
に
十
一
名
の
学
校
長
、

そ
し
て
六
十
六
名
の
委
員
、
総
勢

百
十
一
名
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、

組
織
力
と
し
て
地
域
最
強
の
皆

様
の
集
ま
り
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と
の

出
会
い
の
中
で
、
西
新
井
地
区
を

愛
す
る
私
た
ち
委
員
が
、
子
ど
も

達
と
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
地
域
の
和
と
輪
を
醸
し

出
し
絆
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
を

望
ん
で
お
り
ま
す
。

　

幸
い
に
し
て
、
西
新
井
地
区
対

の
事
業
は
一つ
の
運
営
委
員
会
と

四
つ
の
実
行
委
員
会
に
分
か
れ
て

活
動
を
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

（
働
き
・
納
税
す
る
人
口
）
が
大

幅
に
減
少
す
る
、
少
子
化
社
会

の
急
速
な
進
捗
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
町
に
あ
ふ
れ
、

元
気
一
杯
に
活
動
す
る
事
は
、
日

本
の
未
来
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

宝
物
で
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
を
実
現
し
て
い

く
に
は
、
私
た
ち
大
人
が
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
暖
か
く
見
つ
め
、

子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

青
少
年
対
策
西
新
井
地
区
委

員
会
の
皆
様
が
こ
う
し
た
理
念
に

基
づ
き
、
日
々
活
動
を
続
け
て
い

る
事
に
、
地
域
を
代
表
し
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
も
、
か
つ
て
は
多

く
の
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
に

西新井地区
町会自治会協議会

会　長
白石正輝

青少年対策
西新井地区委員会

会　長
栗田泰夫

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
そ
の
活
気
が
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
西
新
井
地
区
委

員
会
は
年
間
を
通
し
て
「
親
と

子
の
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
・
日
帰
り

研
修
会
・
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

大
会
・
だ
い
し
っ
子
の
発
行
・
善

行
青
少
年
顕
彰
式
」
等
、
多
く

の
事
業
を
展
開
し
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
ま
す
。

　

地
区
対
を
こ
れ
か
ら
も
支
え
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

委
員
会
は
独
自
に
企
画
立
案
し

特
色
の
あ
る
事
業
形
態
を
構
築

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
私

た
ち
の
理
想
と
す
る
地
域
像
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
お
か
れ
て
い
る
社
会
で
は
、

地
域
社
会
を
理
解
し
て
い
る
人
々

が
な
か
な
か
多
く
あ
り
ま
せ
ん

　

同
じ
屋
根
の
下
の
『
家
族
』、

西
新
井
地
区
の
空
の
下
の
『
地

域
』
と
考
え
て
頂
け
れ
ば
、
地

域
は
家
族
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
西
新
井
地
区
が
よ
り

良
い
地
域
と
な
る
こ
と
に
、
西
新

井
地
区
対
も
一
丸
と
な
っ
て
努
力

し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様

方
か
ら
の
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭 

運
営
委
員
会

《
音
楽
祭
運
営
委
員
会
》

運
営
委
員
長 

中
村
隆
之

委
員

中
田
康
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森
岡
裕
子

中
込
光
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森　

美
枝　

土
田
恭
宏　

近
藤
真
理
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高
山
正
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中
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哲
郎　

西
村
秀
彦
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広
報
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
　
西
村
秀
彦

　
本
年
度
よ
り
、
広
報
実
行
委
員
長
を

拝
命
致
し
ま
し
た
西
村
で
す
。

　
広
報
実
行
委
員
会
は
、
そ
の
名
前
の

と
お
り
青
少
年
対
策
西
新
井
地
区
委
員

会（
以
下
、
西
新
井
地
区
対
）
に
係
わ

る
地
区
青
少
年
へ
の
啓
発
活
動
・
委
員

会
事
業
に
関
す
る
広
報
活
動
を
行
う
実

行
委
員
会
で
す
。
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
の
が
、
夏
休
み
冬
休
み
に
町
会
・
自

治
会
の
掲
示
板
に
掲
出
を
お
願
い
し
て

い
る
非
行
化
防
止
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
、

年
二
回
配
布
し
て
い
る「
だ
い
し
っ
子
」

の
取
材
・
編
集
・
発
行
業
務
で
す
。

　「
だ
い
し
っ
子
」
は
西
新
井
地
区
対
の

事
業
の
紹
介
や
事
業
の
結
果
の
報
告
、

西
新
井
地
区
町
会
・
自
治
会
協
議
会
関

係
の
記
事
、
地
区
内
で
取
材
活
動
を
行

い
紹
介
す
る
記
事
な
ど
で
構
成
し
て
い

ま
す
。
紙
面
に
つ
い
て
は
、
皆
様
に
読

み
や
す
い
よ
う
に
・
事
業
の
様
子
等
が

判
り
や
す
い
よ
う
に
写
真
や
図
を
適
宜

配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
写
真
等
を

見
や
す
く
・
情
報
を
判
り
や
す
く
す
る

た
め
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
発
行
に
つ
い
て
は
現
在
、
区
域

内
の
町
会
・
自
治
会
の
回
覧
へ
の
添
付
、

区
域
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
へ
の
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
　
近
藤
真
理
子

　
事
業
実
行
委
員
会
は
、
青
少
年
対
策

西
新
井
地
区
委
員
会
が
足
立
区
教
育
委

員
会
よ
り
事
業
委
託
を
受
け
て「
青
少

年
の
よ
い
行
い
を
ほ
め
た
た
え
る
活
動
」

を
実
施
す
る
委
員
会
で
す
。

　
事
業
の
内
容
と
し
て
は
、
善
行
青
少

年
顕
彰
の
基
準
及
び
募
集
要
項
の
作
成

を
行
い
理
事
会
に
諮
問
、
理
事
会
決
定

後
は
、
推
薦
、
募
集
活
動
の
企
画
運
営

を
行
い
ま
す
。

　
推
薦
は
、
西
新
井
区
民
事
務
所
管
内

の
町
会
長
、
自
治
会
長
、
学
校
長
、
青

少
年
育
成
団
体
代
表
者
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
、
青
少
年
委
員
に
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
分
の
顕
彰
対
象
者
に

つ
い
て
は
、
十
月
に
な
り
ま
し
た
ら
前

記
の
方
々
に
推
薦
依
頼
を
送
付
す
る
予

定
で
す
。

　
推
薦
い
た
だ
き
ま
す
と
審
査
に
よ
り

受
賞
者
を
決
定
し
、
西
新
井
区
民
事
務

所
に
お
い
て
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十

七
日
に
顕
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
顕
彰
に
よ
っ
て
西
新
井
地
区
の
地
域

活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
活

動
し
た
青
少
年
を
ほ
め
た
た
え
て
、
そ

の
力
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
七
月
の
西
日
本
豪
雨
の
際
、
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
の
活
躍
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
。

広報実行委員会

事業実行委員会

《
広
報
実
行
委
員
会
》

実
行
委
員
長
　
西
村
秀
彦
　

委
員

吉
岡
成
子
　
中
田
　
実
　
大
和
田
信
一

柴
田
美
奈
子
　
岩
片
善
男
　
森
岡
裕
子

小
林
松
美
　
安
藤
由
起
子
　
宮
本
　
清
　

中
田
雅
之
　
山
下
友
美

《
事
業
実
行
委
員
会
》

実
行
委
員
長
　
近
藤
真
理
子

委
員

塚
本
孝
子
　
浅
野
成
美
　
石
鍋
　
浩

丸
山
昌
子
　
後
藤
昭
仁
　
滝
口
悦
子

郭
　
邦
植
　
土
方
紀
昌
　
春
日
井
太
郎

内
山
　
勉
　
竹
橋
　
司
　
遠
藤
邦
昭

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
善
行
顕
彰
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
児
童
、
生
徒
さ
ん

を
ご
存
知
で
し
た
ら
、
推
薦
者
の
方
々

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
今
後
も
区
域
内
町
会
・
自
治
会
・
小

中
学
校
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
配
布
へ

の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
地

区
内
に
て
広
く
記
事
の
収
集
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
実
行
委
員
会
の
委
員

か
ら
取
材
依
頼
が
有
っ
た
と
き
は
、
ご

対
応
頂
け
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
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ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
　
中
田
康
博

　
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会
は
、
今
年
度
で
第
二
十
三

回
目
を
迎
え
る
、
西
新
井
地
区
対
の
伝

統
的
な
事
業
で
す
。

　
当
地
区
対
で
は
、
小
学
生
子
ど
も
チ

ー
ム
、
大
人
チ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ

ー
ム
、
二
百
二
十
歳
以
上
チ
ー
ム
に
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
分
け
、
小
学
生
か
ら
シ
ニ

ア
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
近
年
で
は
、

五
十
余
チ
ー
ム
、
二
百
五
十
人
以
上
の

エ
ン
ト
リ
ー
を
い
た
だ
き
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
て
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
大

会
運
営
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

①
実
施
要
項
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

町
会
・
自
治
会
・
学
校
・
育
成
会
等
、

関
係
者
の
皆
様
方
に
、
ポ
ス
タ
ー
掲
出

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

②
大
会
開
催
ご
案
内
の
発
送

　
前
記
の
団
体
の
他
に
、
前
年
度
参
加

者
の
方
々
に
も
開
催
の
ご
案
内
を
送
付

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
西
新
井
区
民
事

務
所
で
エ
ン
ト
リ
ー
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
初
め
て
ご
参
加
さ
れ
る

方
も
、
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
西
新
井
区
民
事
務
所

☎
三
八
九
〇―

四
三
三
一

③
代
表
者
会
議
の
実
施

　
ル
ー
ル
の
確
認
や
対
戦
の
抽
選
等
を

行
い
ま
す
。

④
事
前
準
備

　
会
場
校
と
の
連
絡
調
整
や
、
審
判
員

の
依
頼
、
使
用
物
品
の
準
備
・
確
認
等

を
行
い
ま
す
。

⑤
大
会
当
日

　
会
場
の
設
営
、大
会
の
運
営
、ま
た
、

終
了
後
に
は
次
年
度
に
向
け
て
反
省
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ビ

ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
、
青
少

年
健
全
育
成
の
一
助
と
な
り
ま
す
よ
う
、

実
行
委
員
二
十
五
名
が
一
丸
と
な
っ
て
準

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
十
一

月
十
八
日
（
日
）
に
第
二
十
三
回
大
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
沢
山
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

親と子のふれあいビーチボールバレー大会
実行委員会

研
修
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
　
中
田
哲
郎

　
本
年
度
、
地
区
対
研
修
実
行
委
員
会

委
員
長
を
拝
命
し
た
中
田
で
す
。

　
地
区
対
の
研
修
実
行
委
員
会
は
、
地

域
の
各
町
会･

自
治
会･

教
育
団
体･

青

少
年
団
体
等
か
ら
地
区
対
委
員
と
し
て

推
薦
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
研
修
を
行

う
も
の
で
す
。

　
研
修
を
通
じ
て
、
各
々
の
知
識
と
意

識
を
高
め
、
各
出
身
母
体
の
団
体
で
の

活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

   

基
本
的
に
年
二
回
の
研
修
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
本
年
度
は
、
七
月
時
点
で

既
に
一
回
目
の
日
帰
り
研
修
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
八
月
に
は
第
二
回
と
し
て

教
育
長
を
お
招
き
し
て
、
講
演
会
を
開

催
し
、
行
政
の
期
待
す
る
地
区
対
の
意

義
や
、
今
後
の
活
動
の
指
針
と
な
る
よ

う
な
お
話
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
前
年
度
の
実
行
委
員
会

で
予
定
さ
れ
た
事
業
の
執
行
な
の
で
す

が
、
本
年
度
は
特
に
地
区
体
各
実
行
委

員
会
の
シ
ャ
ッ
フ
ル
を
経
た
新
体
制
で

あ
り
、
次
年
度
以
降
に
本
領
発
揮
す
べ

く
鋭
意
研
鑽
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
方
針
と
し
て
は
、
夏
と
秋
の

年
二
回
を
予
定
し
、
青
少
年
問
題
に
お

け
る
今
日
的
諸
問
題
に
つ
い
て
、
我
々

が
未
知
の
領
域
の
事
案
を
積
極
的
に
取

り
上
げ
、
見
識
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
幸
い
当
地
区
対
に
は
、
青

少
年
委
員･

主
任
児
童
委
員･

保
護
司
と

い
っ
た
方
々
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
う
し
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
情
報

研修実行委員会

《
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
実
行
委
員
会
》

実
行
委
員
長
　
中
田
康
博
　

委
　
員

桑
原
敏
昭
　
中
込
光
枝
　
森
　
美
枝
　

大
内
昭
子
　
萩
尾
理
華
　
鈴
木
美
舟

金
林
正
男
　
渡
邉
春
江
　
阿
部
綾
子

飯
塚
桂
子
　
菊
地
八
重
子
　
髙
橋
純
子

螻
　
さ
つ
子
　
小
松
和
代
　
鈴
木
健
司

中
田
忠
夫
　
坪
井
和
代
　
松
田
泰
子
　

泉
　
栄
嗣
　
笹
森
幸
子
　
有
村
由
香
子

髙
橋
佑
介
　
本
多
正
道
　
久
保
利
満

《
研
修
実
行
委
員
会
》

実
行
委
員
長
　
中
田
哲
郎

委
員

高
山
正
美
　
土
田
恭
宏
　
土
岐
理
恵
　

田
中
加
代
　
元
木
忠
司
　
中
澤
け
い
子

根
本
　
勲
　
森
本
恭
裕
　
山
中
和
枝

中
橋
奈
保
子
　
田
中
け
い
子
　
柴
崎
保
子

白
石
千
尋
　

収
集
し
て
、
テ
ー
マ
を
も
っ
て
研
修
内

容
設
定
を
考
え
て
い
き
、
我
々
自
身
を

啓
発
し
て
、
少
し
で
も
社
会
の
お
役
に

た
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



西
新
井
地
区
対

　
　
　
　
事
業
計
画

平
成
三
十
年
度

(4)平成30年9月15日 だ　い　し　っ　子

①
総　

会　
　

五
月
十
八
日
㈮

②
理
事
会

　
　

第
一
回　

五
月
十
日
㈭

　
　

第
二
回　

六
月
一
日
㈮

　
　

第
三
回　

七
月
二
十
五
日
㈬

　
　

第
四
回　

九
月
二
十
一
日
㈮

　
　

第
五
回　

一
月
十
八
日
㈮

　
　

第
六
回　

三
月
二
十
日
㈬

③
委
員
会　

　
　

第
一
回　

六
月
八
日
㈮

　
　

第
二
回　

十
月
五
日
㈮

　
　

第
三
回　

二
月
八
日
㈮

④
合
同
宿
泊
研
修
会

　

＊
町
会
・
自
治
会
協
議
会
と
の
共
催

　
　

六
月
十
七
日
㈰
〜
十
八
日
㈪

　
　

静
岡
県　

堂
ヶ
島
温
泉
方
面

⑤
委
員
日
帰
り
研
修
会  

七
月
一
日
㈰

　
　

東
京
都　

府
中
市
方
面

⑥
非
行
化
防
止
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
年
二
回

　
　
（
夏
休
み
と
冬
休
み
前
）

⑦
機
関
紙
「
だ
い
し
っ
子
」

　
　

第
五
十
八
号　

九
月
発
行

　
　

第
五
十
九
号　

三
月
発
行

⑧
委
員
研
修
会
「
教
育
長
講
演
会
」 

　
　

八
月
十
日
㈮

⑨
第
二
十
三
回
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

　
　

十
一
月
十
八
日
㈰

　
　

都
立
足
立
工
業
高
校
体
育
館

⑩
西
新
井
地
区
新
春
区
政
懇
親
会

　

＊
町
会
・
自
治
会
協
議
会
と
の
共
催

　
　

一
月
二
十
四
日
㈭

⑪
善
行
青
少
年
顕
彰
式

　
　

二
月
十
七
日
㈰

　
　

西
新
井
区
民
事
務
所

⑫
第
十
一
回
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭

　
　

三
月
十
日
㈰

　
　

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
）

地
区
対
活
動
予
定

第
二
十
三
回
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

　
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

平
成
三
十
年
十
一
月
十
八
日
㈰

　

昨
年
の
二
十
二
回
大
会
は
、
五
十

七
チ
ー
ム
、
総
勢
二
百
五
十
人
以
上

の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
大
会

は
、皆
様
の
ご
参
加
、ご
協
力
の
も
と
、

今
回
で
第
二
十
三
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
管
内
の
町
会
・
自
治
会
、

子
ど
も
会
・
育
成
会
、
学
校
の
ほ
か
、

昨
年
度
参
加
チ
ー
ム
代
表
者
に
ご
案

内
を
送
付
し
、
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

中
で
す
。

　

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

○
日
時

　

平
成
三
十
年
十
一
月
十
八
日
㈰

　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時

○
会
場　

都
立
足
立
工
業
高
校
体
育
館

○
対
象

　

各
町
会
・
自
治
会
及
び
育
成
会
・

　

子
供
会
の
会
員
、
管
内
の
小
学
生

　

以
上
の
男
女
の
チ
ー
ム
及
び
小
中

　

学
校
・
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

○
チ
ー
ム
区
分
（
四
〜
六
名
で
編
成
）

小
学
生
子
ど
も
チ
ー
ム
、大
人
（
中

学
生
以
上
）　

チ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
チ
ー
ム
、
二
二
〇
歳
以
上

チ
ー
ム

○
参
加
申
込
期
限

　

平
成
三
十
年
十
月
五
日
㈮

青
少
年
の
よ
い
行
い
を

ほ
め
た
た
え
る
活
動

「
善
行
青
少
年
の
顕
彰
式
」

平
成
三
十
一
年
二
月
十
七
日
㈰

　
「
青
少
年
の
よ
い
行
い
を
ほ
め
た
た

え
る
活
動
」
は
、
西
新
井
地
区
に
お

い
て
地
域
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

で
参
加
・
活
動
し
た
青
少
年
を
ほ
め

た
た
え
て
そ
の
力
を
伸
ば
し
て
ゆ
く

活
動
で
す
。

　

対
象
は
、
西
新
井
地
区
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
す
る
未
就
学
児
を
除
く

十
八
歳
以
下
の
青
少
年
又
は
団
体
に

な
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
町
会
・
自
治
会
・
学

校
等
に
善
行
青
少
年
の
推
薦
依
頼
を

送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
「
善
行
青
少
年
顕
彰
」
は
、
地
域

の
皆
様
か
ら
の
推
薦
が
頼
り
で
す
。

善
行
顕
彰
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

児
童
・
生
徒
さ
ん
を
ご
存
知
で
し
た

ら
、
前
記
の
推
薦
者
の
方
々
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

地
区
対
活
動
報
告

第
十
回
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭

《
地
域
の
和
（
輪
）
を
広
げ

絆
を
創
ろ
う
音
楽
祭
》

平
成
三
十
年
三
月
十
一
日
㈰

　

第
十
回
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
音
楽

祭
が
去
る
平
成
三
十
年
三
月
十
一
日

（
日
）
に
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
西
新
井
地
区
対
管
内
の

小
学
校
六
校
、
中
学
校
三
校
の
計
九

校
が
合
唱
や
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

各
校
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
満
員

の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
で
第
十
一
回
を
迎
え
る
親

と
子
の
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
は
、
平
成

三
十
一
年
三
月
十
日
（
日
）
に
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様

も
是
非
お
越
し
頂
き
、
子
ど
も
た
ち

の
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
を
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

日
帰
り
研
修
会

平
成
三
十
年
七
月
一
日
㈰

　

今
回
は
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の
知
り

し
ょ
う
ゆ
館
見
学
、
浅
草
見
学
、
府

中
市
で
の
じ
ゃ
が
い
も
堀
体
験
等
を

行
い
ま
し
た
。
車
中
で
は
人
権
啓
発

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
た
研
修
や
地
区
対

活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
等
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、

研
修
を
通
し
て
参
加
者
の
結
束
を
よ

り
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
参
加
者
二
十
七
名
）

 

委
員
研
修
会

「
足
立
区
教
育
長
講
演
」

平
成
三
十
年
八
月
十
日
㈰

　

今
年
度
の
委
員
研
修
会
は
、
足
立

区
教
育
長
定
野
司
様
に

「
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未
来
を

　

成
長
を
実
感
で
き
る
教
育
を
！

〜
地
区
委
員
会
の
役
割
と
は
な
に
か
〜
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
お
祭

り
や
子
ど
も
会
な
ど
地
域
活
動
へ
の

参
加
が
、逆
境
を
乗
り
越
え
る
力
（
自

己
肯
定
感
・
自
己
制
御
能
力
な
ど
）

を
培
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
地
域
の

誰
も
が
子
ど
も
を
支
え
る
主
役
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
心
安
ら
ぐ
居
場

所
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
の
懇
談
会
で
は
、
参
加

者
か
ら
も
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、

西
新
井
地
区
対
の
更
な
る
活
性
化
の

た
め
に
も
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。　

（
参
加
者
四
十
五
名
）

　《
広
報
実
行
委
員
会
》

実
行
委
員
長 

西
村
秀
彦　

柴
田
美
奈
子　

岩
片
善
男

吉
岡
成
子　

中
田　

実

大
和
田
信
一　

森
岡
裕
子

小
林
松
美　

安
藤
由
起
子

宮
本　

清　

中
田
雅
之

山
下
友
美
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